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筐釘芦三賑原鸞大極役即殿 発狐邸績 /ooo忍

塁査且鯰 El布古文化研究所冗昭和 f年にトレンチおふ加埓狐り詞査で検

炭した疇虞もより正耀疇雄訊するためにこq地区環査 LT-て。

絵也凱盟旋瓜した主専な醤扉謡）殿とその造営に伴う足喝穴，およ訳籐

，原睾雇絶後に毘てられた振立租建物数椋、そ弓他て、ある．

面殿は 1都認東叫菱石建物て｀，桁行7聞（全長虔7,y>1,)、梁園]LJ.間（全長

12. I/ r.-,'¥.)で、いずれも礎石根固め届のみ釈残‘っていた。日庄む文化研究所

はこむいい疇武している訳、今回這査1~1-;1. /化所も確誂した．柱間

ば記攣り／，，心栗行、約3バ＼であら。鵡殿9位置1-J.,鵬 鱈 北 面 ヰ 門 這

麟門しもむすぶ印釉緑（蒋i堂院中軸線に一致する）に吋［て、東殿と対

照叫謬にあること訳厖認され、1:::。東殿の位翌11-日本名文化廂呪前で検庶 ・, 
ー・ —• 一~しビニ＝三三＝三;, 

．されている訳．そ9位置について jj..{f/77与1月 、9

ll嘔備噂ぅ調査噸研究所も席認してい る 。な；

f . お、大極殿同迅q日店名文化研究所の諏査結果一

1; ・とこJt,'}て冴当研野背の調査（珈這査もふく

めて）ヒの異同について述へ｀ると I •• . .• - •• -

1// i)大絃殿院北門噂応さなかったこヒ SD  !"lo/A出土木簡

ii) 大極殿叩同中軸線にのらず， "(vj下層の道 (1) 
，‘・甲申年七月三日 亡

・ 日仕甘於連に
路:";f I和心の軸線にのるこ t. (和）

(2) 壬午年 t月にコロ毛野

等n:::注日文れ),,. (3) 法谷師前 小僧吾白啓着我＇尻空褐止

憎□君 亡ニニコ
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